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青
少
年
健
全
育
成

み
ん
な
で
推
進
し
よ
う

　
中
里
村
青
少
年
問
題
協
議
会
（
会

長
高
橋
幸
作
村
長
）
は
、
去
る
六
月

三
日
、
今
年
度
第
一
回
目
の
会
議
を

開
催
し
、
四
十
三
年
度
健
全
育
成
運

動
目
標
や
、
実
施
要
綱
な
ど
を
き
め

ま
し
た
。
次
代
を
に
な
う
青
少
年
の

健
全
育
成
は
、
み
ん
な
の
願
い
で

す
。
村
内
関
係
機
関
、
団
休
は
も
と

よ
り
、
全
村
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
関

心
を
た
か
め
て
い
た
マ
き
、
運
動
推

進
に
つ
い
て
協
力
を
つ
よ
く
よ
び
か

け
て
い
ま
す
。

　
四
＋
三
年
度
青
少
年
健
全
育
成
運

動
目
標
、
実
施
夢
綱
は
あ
ら
ま
し
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
五
つ
の
目
標

①
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

②
子
ど
も
の
言
葉
、
服
装
、
し
つ
け

　
の
徹
底

③
地
域
子
ど
も
会
の
新
規
設
置
、
育

　
成

④
明
る
い
家
庭
づ
く
り
運
動
の
推
進

夏
婆
全
の
羅

一
▽
目
欄
実
施
の
要
細

①
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

は
、
公
民
舘
、
休
育
協
会
、
青
年
会

婦
人
会
、
事
業
所
等
に
お
い
て
各
種

ス
ポ
ー
ッ
行
事
を
積
極
的
に
開
催
す

る
。
学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
会
、

生
徒
会
活
動
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち

が
自
主
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機

会
を
つ
く
り
、
子
ど
も
会
活
動
を
育

成
す
る
。
学
校
体
育
施
設
を
学
校
教

育
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
一
般
に
開

放
し
、
青
少
年
が
ス
ポ
ー
ツ
の
場
と

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
子
ど
も
の
言
葉
、
服
装
、
し
つ
け

の
徹
底
に
つ
い
て
は
、
明
る
い
家
庭

づ
く
り
運
動
の
中
で
推
進
す
る
。

③
地
域
子
ど
も
会
の
育
成
に
っ
い
て

は
、
P
T
A
、
学
校
、
児
童
委
員
が

中
心
に
な
っ
て
育
成
運
動
を
推
進
し

　
一
般
有
志
父
兄
か
ら
も
子
ど
も
会
育

成
会
に
参
加
し
て
も
ら
う
。
村
社
会

才
二
回
定
例
村

議
会
開
か
る

　
第
二
回
定
例
村
議
会
は
去
る
五
月

三
十
日
午
前
九
時
よ
り
役
場
議
場
に

招
集
さ
れ
、
会
期
一
日
の
日
程
で
四

十
二
年
度
会
計
補
正
予
算
専
決
処
分

の
承
認
、
村
税
条
例
の
一
部
改
正
、

重
地
、
牧
畑
、
頭
首
工
復
旧
工
事
請

負
契
約
な
ど
に
つ
い
て
慎
重
審
議
し

午
後
三
時
過
ぎ
敵
会
し
た
。
付
議
さ

れ
た
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
。

▽
四
＋
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て
は
、
前
年
度
最
終
回
第
九

回
目
。
総
額
四
百
三
十
万
円
の
追
加

補
正
を
専
決
処
分
し
た
も
の
で
、
才

入
に
お
い
て
は
、
土
倉
倉
下
線
道
路

改
良
事
業
債
三
百
七
十
万
円
、
農
業

施
設
災
害
復
旧
事
業
債
増
分
十
万

円
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

債
増
分
五
十
万
円
を
、
才
出
に
お
い

て
予
備
費
に
組
入
れ
た
も
の
。

▽
村
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

は
、
小
規
模
企
業
共
済
掛
金
控
除
額

を
加
え
た
こ
と
、
軽
自
動
車
税
関
係

条
文
の
整
備
、
退
職
所
得
に
係
る
村

民
税
の
特
別
徴
収
税
額
表
の
改
正
た

ぱ
こ
消
費
税
に
関
す
る
特
例
条
文
の

一
部
改
正
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

▽
新
潟
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済
組

合
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
住
禺
の
交

通
事
故
災
害
に
つ
い
て
の
相
互
救
済

を
行
な
う
た
め
、
交
通
災
害
共
済
の

事
務
を
共
同
処
理
す
る
一
部
事
務
組

合
の
設
豆
に
中
里
村
も
加
わ
る
こ
と

に
し
た
も
の
。

▽
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
は
、
四

十
年
災
害
の
重
地
、
牧
畑
頭
首
工
復

旧
工
事
に
つ
い
て
重
地
頭
首
工
六
千

七
百
六
十
万
円
、
牧
畑
頭
首
工
四
千

五
ヤ
七
万
四
手
円
を
鹿
島
建
設
株
式

会
社
と
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た
め

議
会
の
議
決
を
得
た
も
の
で
、
工
期

は
そ
れ
ぐ
四
十
四
年
三
月
二
十
日

ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
こ
の
ほ
か
、
四
十
三
年
度
初

の
定
例
会
で
あ
っ
た
の
で
、
田
沢
小

ブ
ー
ル
建
設
等
に
つ
い
て
の
一
般
質

間
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
　
【
写
真
は
村
議
会
の
よ
う
す
】

鋸
墾
離
難
ど
謹

動
を
推
進
す
る
。

④
明
る
い
家
庭
づ
く
り
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
毎
月
第
三
日
曜
日
「
家
庭

の
日
」
の
普
及
を
は
か
る
。
村
民
の

あ
い
さ
つ
運
動
を
展
開
す
る
。
母
子

衛
生
と
健
康
管
理
の
知
識
を
普
及
し

母
子
の
健
康
を
ま
も
る
。
子
ど
も
を

理
解
し
、
両
親
と
し
て
の
自
覚
を
た

か
め
る
た
め
、
家
庭
教
育
学
級
、
P

T
A
、
婦
人
会
の
学
習
活
動
を
す
す

め
る
。

⑤
交
通
安
全
の
指
導
に
つ
い
て
は
、

亭
故
防
止
の
指
導
体
制
を
強
化
し
、

学
校
に
お
い
て
は
、
教
育
活
動
を
通

じ
て
、
家
庭
に
お
い
て
は
し
つ
け
を

と
お
し
て
、
規
則
を
守
る
習
慣
を
つ

け
る
。
P
T
A
な
ど
各
種
団
体
の
会

合
を
通
じ
交
通
安
全
の
趣
旨
徹
底
を

・
は
か
る
。
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会

に
お
い
て
は
、
交
通
規
則
、
亭
故
防

止
等
の
講
習
会
を
開
き
・
村
民
に
交

1
通
安
全
の
啓
発
を
す
る
。

解舗

」

　
　
／
／
海
哩
庖
器

五
の
日
の
「
税
の
相
談
日
」
が
全

国
の
税
務
署
に
設
け
ら
れ
て
か
ら
、

五
年
目
に
な
る
。
こ
の
税
の
相
談
日

は
、
納
税
者
の
疑
問
や
問
題
点
の
解

決
を
図
り
、
税
法
上
認
め
ら
れ
る
有

利
な
事
項
を
積
極
的
に
知
ら
せ
る
た

め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
土

地
家
屋
譲
渡
、
相
続
、
贈
与
等
の
間
題

青
色
申
告
の
手
続
き
な
ど
国
税
の
こ

と
な
ら
な
ん
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

　
十
日
町
税
務
署
に
於
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
も
気
軽
る
に
相
談
に
お
い
で

下
さ
い
と
納
税
者
に
呼
び
か
け
て
い

る
が
、
相
談
日
は
毎
月
三
回
、
■
五
日

十
五
日
、
二
十
五
日
（
但
し
当
日
が

休
祭
日
に
あ
た
る
時
は
そ
の
翌
日
）

と
な
っ
て
い
る
。
誰
で
も
い
く
ら
か

は
、
税
金
に
つ
い
て
疑
間
や
苦
情
を

も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
知
ら

な
い
で
損
を
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
納
税
者
の
積
極
的
な
利
用
を
望

ん
で
い
る
。

成
人
式

　
　
七
月
十
日
に

　
中
里
村
で
は
、
出
稼
ぎ
や
農
繁
期

の
関
係
か
ら
、
夏
に
成
人
式
を
行
な

う
よ
う
に
な
っ
て
今
年
で
五
年
目
。

今
年
も
例
年
ど
お
り
七
月
に
成
人
式

を
行
な
う
準
傭
を
し
て
お
り
ま
す
が

い
ろ
い
ろ
の
事
情
で
今
年
は
平
日
の

七
月
十
日
に
行
な
う
予
定
で
す
。
該

当
者
に
は
、
近
日
中
に
通
知
を
致
し

ま
玄
。
な
お
今
年
度
成
人
式
該
当
者

は
、
昭
和
二
十
二
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
二
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

れ
た
人
で
村
内
に
居
住
し
て
い
る
人

で
す
（
但
し
村
外
、
県
外
に
就
職
し

て
い
る
中
里
村
出
身
者
で
、
希
望
者

は
参
加
で
き
る
）
又
毎
年
四
回
く
ら

い
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
成
人
講
座
は

と
り
や
め
、
成
人
式
当
日
記
念
購
演

を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
．
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本

田
前
期
の

　
　
　
病
虫
目
虫

〔
一
〕
ニ
カ
メ
イ
チ
ュ
ゥ
第
一
世
代

〈
発
生
予
報
〉

①
第
一
回
成
虫
発
生
時
期
は
並
、
中

越
山
沿
い
は
や
や
遅
れ
る
見
込
み
。

発
蛾
は
乱
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

②
発
蛾
量
～
並
～
や
や
多
い
。
前
年

多
発
地
は
多
発
す
る
で
あ
ろ
う
。

③
防
除
適
期
～
平
坦
部
は
六
月
二
十

五
日
前
後
、
中
越
山
沿
い
は
こ
れ
よ

り
や
や
遅
れ
る
で
あ
ろ
う
。
山
間
部

は
六
月
三
十
日
前
後
で
あ
ろ
う
。

④
被
害
は
防
除
の
手
を
抜
く
と
第
二

世
代
の
被
害
が
激
し
く
な
る
で
あ
ろ

対
策

う
。

〈
防
除
対
策
〉

①
防
除
適
期
の
決
定
は
病
害
虫
防
除

所
や
農
業
改
良
普
及
所
と
十
分
連
絡

協
議
す
る
。

②
低
毒
性
の
殺
虫
剤
は
散
布
適
期
の

巾
が
せ
ま
い
の
で
、
と
く
に
適
期
防
、

除
に
心
が
け
る
。

③
散
布
濃
度
、
量
、
散
布
な
ど
の
む

ら
の
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。
と
く

に
粒
剤
使
用
地
域
で
は
処
理
適
期
を

守
り
処
理
前
後
の
水
管
理
を
適
正
に

す
る
第
一
世
代
防
除
を
お
ろ
そ
か
に

す
る
と
第
二
世
代
の
多
発
生
源
と
な

る
。

④
一
斉
集
団
防
除
が
望
ま
し
い
が
、

共
同
防
除
が
で
き
な
い
場
合
は
前
記

の
注
意
を
守
る
こ
と
。

〔
二
〕
葉
い
も
ち

　
葉
い
も
ち
の
発
生
に
つ
い
て
は
六

月
下
旬
に
明
ら
か
な
予
報
が
出
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
段
階

で
は
次
の
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

〈
発
生
予
想
〉

①
発
生
時
期
ー
県
内
各
地
で
発
生
し

始
め
る
の
は
六
月
二
～
三
半
旬
で
Ψ

年
並
か
や
N
早
目
で
あ
ろ
う
。

②
発
生
量
～
平
年
並
で
局
部
的
に
や

や
多
目
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
が
、

特
に
山
間
山
沿
地
帯
と
か
、
水
害
跡

農
繁
期
の
食
生
活
に
つ
い
て

生
活
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

　
雪
消
え
と
と
も
に
農
作
業
に
．
蚕
業

と
休
む
ひ
ま
も
な
く
婦
人
の
労
働
は

多
種
に
わ
た
っ
て
お
り
、
「
今
日

は
」
と
落
つ
い
て
食
事
作
り
に
専
念

で
き
る
日
は
な
か
な
か
、
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
昨
秋
農
繁
朝
を
健
康
に
（
計
画
的

な
食
事
作
り
を
）
と
い
う
献
立
表
を

皆
様
方
の
お
手
許
に
お
届
け
致
し
ま

し
た
が
…
…

　
一
目
見
た
き
り
で
手
が
か
か
り
お

金
が
か
か
り
そ
う
な
料
理
ば
か
り
で

と
て
も
、
わ
が
家
の
家
業
に
は
、
こ

な
霧
羅
垂

の
献
立
表
は
役
豆
た
な
い
、
な
ど
と

捨
て
去
っ
て
し
ま
っ
た
万
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　
農
繁
期
を
働
ら
き
通
し
、
夏
冬
を

無
事
に
過
せ
る
体
力
を
保
っ
て
行
く

為
に
は
、
こ
の
位
の
食
串
が
ど
う
し

て
も
必
．
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

あ
の
献
立
表
が
作
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　
安
く
て
栄
養
価
の
高
い
も
の
が
主

と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
人
体
に
対
し

こ
の
よ
う
な
栄
養
が
考
慮
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

①
嫁
を
動
か
す
k
．
励
、
り
く
力
）
栄
、
養

②
体
を
作
る
（
録
奪
．
宋
．
煮
．
一

③
体
の
調
子
を
整
え
る
栄
養

　
ど
の
よ
う
な
も
の
を
使
っ
て
い
る

か
、
ど
の
程
度
の
も
の
を
食
べ
て
い

た
ら
よ
い
か
の
、
一
つ
の
ヒ
ン
ト
と

し
て
い
た
だ
き
、
叉
型
紙
と
い
し
て

た
だ
い
た
な
ら
、
家
族
の
栄
養
が
つ

ね
に
ど
の
程
度
に
あ
る
か
と
い
う
推

定
が
つ
き
ま
す
。
夏
を
健
康
で
迎
え

る
た
め
に
、
農
繁
期
づ
か
れ
を
、
食

事
で
回
復
を
計
る
よ
う
に
工
天
し
て

下
さ
い
。
皆
様
方
の
部
落
に
は
、
栄

養
改
善
推
進
員
の
方
々
が
お
ら
れ
ま

す
。
こ
の
機
会
に
料
理
の
実
習
で
も

や
っ
て
見
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
推
進
員
の
方
に
は
何
か
と
ご

多
忙
と
P
，
駄
思
い
ま
す
が
、
部
落
の
支

部
長
ぐ
．
ん
こ
計
画
を
た
て
、
食
生
活

向
上
の
に
め
に
ご
活
躍
下
ざ
る
よ
う

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

地
な
ど
の
晩
植
に
な
る
と
こ
ろ
で
は

多
発
の
危
険
が
あ
る
。

〈
防
除
対
策
〉

①
ほ
場
を
よ
く
み
廻
っ
て
皐
期
発
見

に
つ
と
め
る
。
特
に
多
発
の
危
険
の

あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
予
防
的
な
薬
剤

散
布
を
実
施
す
る
。

②
今
後
の
気
象
の
推
移
や
発
生
予
察

情
報
に
注
意
し
、
集
団
防
除
体
制
を

と
と
の
え
て
お
く
こ
と
。

③
補
植
は
早
目
に
完
了
し
、
不
用
の

苗
は
除
去
す
る
。

④
薬
剤
防
除
は
早
目
に
実
施
し
、
病

勢
に
応
じ
て
薬
剤
の
種
類
、
散
布
濃

度
、
散
布
量
、
散
布
回
数
を
考
慮
す

一
る
・

国
民
年
金
法
等
の

　
　
　
　
　
一
部
改
正
の
お
し
ら
せ

　
こ
ん
ど
成
立
し
た
改
正
法
の
お
も

な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

◇
福
祉
年
金
関
係

①
所
得
制
限
の
緩
和
（
昭
和
四
十
三

年
五
月
か
ら
）

　
◎
本
人
所
得
制
限
額
u
二
十
六
万

円
↓
二
十
八
万
円
に
。

（
子
等
一
人
に
つ
い
て
の
加
算
額
七

万
円
）

　
扶
養
義
務
者
所
得
制
限
額

　
・
扶
養
義
務
者
○
人
の
場
合
ヒ
五

　
　
十
七
万
円
↓
六
十
四
万
円
に

　
・
扶
養
義
務
者
五
入
の
場
合
～
九

　
　
十
三
万
二
千
五
百
円
↓
百
五

　
　
万
五
千
円
に
。

②
年
金
額
の
引
上
げ
・
（
昭
和
四
十
三

年
＋
月
か
ら
）

　
◎
老
令
福
祉
年
金
5
月
額
千
六
百

　
円
↓
千
七
百
円
に
年
額
二
万
四

　
百
円
。

　
◎
障
害
福
祉
年
金
～
月
額
二
千
五

　
百
円
↓
二
千
七
百
円
に
年
額
三

　
万
二
千
四
百
円

　
母
子
・
進
母
子
福
祉
年
金
～
月
額

　
二
千
円
↓
二
千
二
百
円
に
年
額

　
二
万
六
千
四
百
円
。

③
戦
争
公
務
に
よ
る
抹
助
料
、
遺
族

年
金
関
係
の
年
金
を
う
け
て
い
る
限

度
額
十
二
万
九
千
五
百
円
。

◎
普
通
扶
助
料
、
恩
給
の
限
度
額
二

万
四
千
円
。

　
満
七
十
才
の
日
が
き
ま
し
た
ら
印

鑑
乙
戸
籍
関
係
の
手
数
料
金
、
公
的

年
金
の
受
給
者
は
、
そ
の
証
書
を
持

参
し
て
福
祉
年
金
の
裁
定
請
求
の
届
出
を
し
て
下
さ
い
。

無
料
淋
鮨
相
談
所
開
設

　
国
民
は
幸
福
な
生
活
を
送
る
の
に

必
要
な
権
利
す
な
わ
ち
人
権
を
膏
し

て
い
る
と
憲
法
で
保
瞳
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
は
こ
の
権
利
を
お
か
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
た
び
そ
の
よ
う
な
間
題
そ
の

他
法
律
上
の
い
ざ
こ
ざ
で
翁
困
り
の

方
々
の
た
め
に
つ
ぎ
の
と
お
り
相
談

所
を
設
け
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
絶

対
秘
密
に
さ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
気
軽

に
お
出
か
け
下
さ
い
。

◎
日
時
　
六
月
二
十
五
日
、
午
前
十

　
　
　
　
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

◎
場
所
　
中
里
村
役
場

◎
相
談
担
当
者
　
弁
護
士
、
人
権
擁

護
委
員
、
法
務
局
職
員
等

◎
相
談
内
容

　
①
人
権
侵
犯
に
関
す
る
問
題

②
民
事
、
刑
事
、
そ
の
他
の
一
般

法
律
間
題

③
法
律
扶
助
に
つ
い
て

1
お
し
ら
せ
ー

郡
市
社
会
教

育
大
会

　
　
7
月
2
1
日
田
沢
小
で

　
き
た
る
七
月
二
十
一
日
の
日
曜
日

に
、
中
里
村
田
沢
小
学
校
に
胸
い
て

郡
市
社
会
教
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
講
師
は
、
毎
日
新
聞
論
説
委
員

村
松
喬
先
生
（
「
教
育
の
森
」
の
著

者
）
で
す
。
婦
人
会
、
P
T
A
、
青

年
会
、
学
級
グ
ル
ー
ブ
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
か
ら
、
お
お
ぜ
い
参

加
し
て
下
さ
い
。

昭
和
弔
年

学
卒
就
職
者
激
励
の
集
い

　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
商
工
福
祉
会
舘
で

　
今
年
、
中
学
校
、
高
校
卒
業
者
で

就
職
さ
れ
た
人
達
に
職
場
へ
の
勤
労

と
喜
び
を
一
層
高
め
る
た
め
に
昨
年

よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
激
励
の
つ

ど
い
を
左
記
の
通
り
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
宮
公
庁
を
ば
じ
め

各
商
工
業
者
の
御
理
解
あ
る
御
協
力

幽
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
一
人
で
も
多

く
御
参
加
下
さ
れ
た
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

◎
日
時
　
六
月
二
十
日
午
後
五
時
よ

　
り
八
時
三
十
分
ま
で

◎
場
所
　
十
日
町
商
工
福
祉
会
舘

◎
ブ
ロ
グ
ラ
ム

開
会
摂
拶
　
雇
用
促
進
協
議
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
村
山
謙
吉

来
賓
祝
辞
県
知
事

　
　
　
　
織
物
組
合
埋
事
長

　
　
　
　
十
日
町
商
工
会
議
所
会
頭

体
験
発
表
　
先
輩
就
職
者
、
二
名

記
念
講
演
　
桑
原
貞
子
先
生

楽
団
演
奏
　
シ
ル
キ
ー
ク
イ
ン

名
氏
隠
芸
多
数

お
礼
の
言
葉
、
就
職
者
代
表

会
　
費
　
一
人
百
円

申
込
場
所
　
中
里
村
商
工
会
事
務
局

（
十
日
町
織
物
組
合
加
入
の
業
者
は

組
合
に
濁
申
し
込
み
願
い
ま
す
）

な
お
当
日
は
、
商
工
会
事
務
局
員
が

引
率
い
た
し
ま
す
。
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郵

便
番
号
制

い
よ
い
よ
実
施
へ

　
　
　
番
号
簿
未
着
は
お
申
し
出
を

　
い
よ
い
七
月
一
日
か
ら
郵
便
番
号

制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
郵
便
の
あ
て
名
に
、
特
別
の
番
号

を
あ
わ
せ
て
記
入
す
る
ー
と
い
う

こ
の
制
度
は
、
郵
便
の
近
代
化
、
機

械
化
に
は
ど
う
し
て
も
欠
か
せ
な
い

も
の
な
の
で
す
。
な
れ
る
ま
で
は
、

な
に
か
と
わ
す
ら
わ
し
い
こ
と
で
し

よ
う
が
、
次
の
こ
と
が
ら
を
ご
承
知

の
上
、
な
に
と
ぞ
ご
協
力
を
お
願
い

㎝・
①
当
村
の
郵
便
番
号
は
次
の
と
お
り

｝
で
す
・

蓼
田
沢
局
の
配
護
怒
九
四
九

ー
八
四
。
土
市
局
の
配
達
区
域
は
九

一
四
九
ー
八
五
。

②
家
庭
版
郵
便
番
号
簿
は
、
六
月
十

日
頃
ま
で
に
全
家
庭
に
霜
配
り
し
ま

額
胡
籠
鶴
藤
糀

い
た
し
ま
す
．

♂樋難』璽
拶
、

鐸
騨
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

③
旧
ハ
ガ
キ
が
売
り
切
れ
次
第
、
郵

便
番
号
記
入
ワ
ク
の
つ
い
た
ハ
ガ
キ

鑛
襲
ぎ
る
毒

一
次
の
点
に
ご
藷
い
ま
す
．

・
イ
、
番
号
は
記
入
ワ
ク
い
っ
ぱ
い

讐
難
”

輔
　
　
や露

鯵
に
、
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
書
く
。

ロ
、
書
さ
違
え
た
と
き
は
、
横
線
で

抹
消
し
、
そ
の
上
部
（
ワ
ク
の
外
）
に

正
し
く
書
く
。

ハ
、
記
入
ワ
ク
の
な
い
郵
便
物
に
も

番
号
は
記
入
す
る
。
　
（
ワ
ク
な
し
の

封
筒
や
ハ
ガ
キ
を
多
量
に
お
持
ち
の

か
た
の
た
め
に
、
郵
便
局
に
は
ワ
ク

の
ゴ
ム
印
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
）

村
内
小
学
校

合
同
運
動
会

　
初
夏
の
太
陽
を
あ
び
な
が
ら
、
豆

選
手
た
ち
に
よ
っ
て
、
グ
ラ
ン
ド
い

q
．
ぱ
い
に
競
技
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

盛
大
に
初
夏
の
合
同
運
動
会
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
去
る
六
月
十
一
日
、
田
沢

校
グ
ラ
ン
ド
に
翁
い
て
村
内
の
五
つ

の
小
学
校
、
四
年
生
以
上
が
参
加
し

て
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
、
ス
場
行

進
に
は
じ
ま
り
、
合
唱
、
ラ
ジ
ォ
体

操
、
そ
し
て
百
麿
競
走
、
足
き
り
、

五
、
六
年
生
男
子
の
騎
馬
は
ち
ま
き

と
り
と
、
多
彩
な
種
目
に
ポ
プ
ラ
の

木
影
が
ら
子
ど
も
づ
れ
の
見
物
人
も

た
の
し
そ
う
に
な
が
め
て
い
ま
し

た
。
【
写
頁
ぱ
初
夏
の
穴
空
の
下
で

く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
合
同
運
動
会
】

二
、
郵
便
番
号
を
書
い
て
も
、
府
県

市
郡
町
村
名
は
略
さ
す
に
。
　
（
番
号

制
が
完
全
に
軌
道
に
乗
る
ま
で
は
、

ま
ち
が
い
を
防
6
、
た
め
に
、
従
来
ど

お
り
府
県
市
郡
町
村
名
も
記
入
し
て

く
だ
さ
い
）

ホ
、
あ
て
先
の
番
号
だ
け
で
な
く
、

自
分
の
側
の
番
号
も
差
出
人
住
所
と

合
わ
せ
て
記
入
す
る
。

へ
、
最
近
、
新
住
所
居
表
示
に
変
わ

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
て
る
場
合
は
、
郵

便
番
号
簿
は
旧
町
名
で
引
く
。

⑤
番
号
制
の
正
式
実
施
は
七
月
一
日

で
す
か
、
そ
れ
以
前
で
も
ど
し
ど
し

お
書
き
下
ざ
い
。

あ
い
さ
つ

　
　
　
中
里
村
青
年
会
長

　
　
　
　
田
村
博
康

私
こ
の
た
び
の
総
会
で
四
十
三
年

度
の
中
里
村
青
年
会
の
会
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。
手
腕
力
量
と
も
に

す
ぐ
れ
て
お
り
ま
し
た
岡
村
前
会
長
、

の
後
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し

だ
が
、
私
ご
と
ぎ
弱
輩
が
こ
の
会
の

長
を
お
N
せ
つ
か
り
軍
配
を
ふ
る
う

な
ん
て
こ
と
は
荷
が
重
す
ぎ
る
よ
う

で
す
。
中
里
村
青
年
会
に
改
称
し
、

再
発
足
以
来
今
年
三
年
目
を
む
か
え

た
わ
け
で
す
が
、
い
ろ
ノ
￥
な
話
を

聞
き
ま
す
に
、
な
に
を
や
る
に
も
三
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如
来
寺
と
は
そ
の
名
の
示
す
と

お
り
、
金
の
如
来
像
の
伝
説
の
伝

わ
る
所
で
、
次
郎
兵
工
爺
さ
ん
が

背
負
っ
た
如
来
様
を
臼
の
上
に
お

ろ
し
た
話
は
子
ど
も
の
頃
に
よ
く

聞
か
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
旧
田
沢
に
於
い
て
地
番
の
記
号

は
大
体
一
部
落

記
号
で
あ
る
　
く
部

が
、
如
来
寺
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

田
沢
本
村
に
つ
　
　
　
女

い
て
は
同
一
記

号
の
「
甲
」
を
用
い
て
い
る
。

　
部
落
内
に
お
け
る
職
業
は
近
年

工
業
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
云
っ
た

も
の
も
増
え
て
来
て
は
い
る
が
、

何
と
い
っ
て
も
農
業
が
絶
対
に
多

く
、
田
沢
地
区
第
一
の
誉
地
面
積

を
容
し
て
、
米
は
も
と
よ
り
養

蚕
、
タ
パ
コ
、
ホ
ッ
プ
、
加
工
ト

マ
ト
、
牛
、
豚
と
数
え
れ
ば
き
り

り
が
な
い
が
、
農
業
生
産
で
は
田

沢
地
区
の
ト
ッ
プ
の
座
を
占
め
て

お
り
中
で
も
養
．
蚕
に
つ
い
て
は
中

魚
沼
笛
一
位
で
あ
る
。
ま
た
数
年

前
に
は
皇
室
へ
献
上
の
栗
が
栽
培

落
紹
介
V

来
寺
部

さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

年
目
が
一
番
大
切
な
時
期
だ
と
か
、

，
発
展
す
る
も
衰
退
す
る
も
今
年
が

ヤ
マ
に
な
る
年
の
よ
う
に
思
っ
て
い

ま
す
。
一
夜
の
享
楽
的
娯
楽
に
ひ

臼
た
る
心
は
昔
よ
り
現
代
の
青
年
に
多

そ
の
一
人
だ
が
こ
の
よ
う
な
傾
向
を

な
く
し
、
会
員
の
心
を
引
き
付
け
る

た
め
に
も
新
し
い
事
業
を
推
進
し

希
望
大
き
な
青
春
時
代
を
と
も
に
語

ら
い
と
も
に
学
べ
る
青
年
会
に
な

る
よ
う
役
員
と
も
ぐ
渾
身
の
力
を

ふ
り
し
ぽ
っ
て
、
事
業
に
当
っ
て
ゆ

こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
村
民

の
皆
様
の
あ
た
た
か
い
御
理
解
と
御

支
援
御
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

↑
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
自
分
も

　
　
ん
で
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

　
　
毎
年
五
～
十
台
の
耕
紘
機
が
導
入

　
　
さ
れ
一
戸
に
二
台
の
時
代
と
な

　
　
り
、
カ
ア
チ
ャ
ン
オ
ペ
レ
ー
わ
、
－

　
　
が
目
立
っ
て
増
加
し
て
い
る
。

　
　
　
如
来
寺
気
質
と
い
う
も
の
が
あ

　
　
る
と
す
れ
ぱ
、
そ
れ
は
何
事
も
他

　
　
　
　
　
　
　
　
人
よ
り
早
く
や

③
　
　
　
　
　
る
か
、
で
な
け

　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ば
一
番
後
か

落
　
　
　
ら
つ
い
て
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
っ
た
い
わ

　
　
ゆ
る
人
並
と
い
う
事
の
嫌
い
な
事

　
現
在
進
行
中
の
開
拓
パ
イ
ロ
ッ

ト
に
よ
り
六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
開

田
が
予
定
さ
れ
、
こ
れ
が
完
成
す

れ
ぱ
古
田
と
あ
わ
せ
約
百
診
の
水

田
と
な
り
七
千
俵
の
生
産
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
開
田
を
見
込

で
あ
ろ
う
。
何
は
と
も
あ
れ
現
在

の
如
来
寺
部
落
は
「
眠
れ
る
獅
子
」

の
感
が
強
い
が
、
い
つ
ま
で
も
眠

り
続
け
る
か
、
あ
る
い
は
目
覚
め

て
大
き
く
飛
躍
す
る
か
は
、
こ
こ

二
～
三
年
が
勝
負
時
と
思
う
。
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し
ま
す
。

　
　
た
の
し
い
グ
ル
ー

　
　
プ
活
動

　
　
青
年
学
級
生
募
集

　
　
働
く
青
少
年
の
仲
間
づ
く
り
と
、

　
学
習
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の

　
場
と
し
て
、
四
十
三
年
度
の
青
年
学

　
級
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

　
た
。
中
里
村
公
民
舘
で
は
、
社
会
教

　
育
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
毎
年
、
青

　
年
学
級
を
開
設
し
て
い
ま
す
が
、
今

　
年
は
中
里
村
青
年
会
と
共
催
で
、
グ

　
ル
ー
プ
活
動
の
か
た
ち
で
実
施
し
ま

　
す
。
グ
ル
ー
プ
は
▽
料
理
▽
合
唱
▽

　
一
般
教
養
▽
民
踊
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
▽
生
花
、
の
五
グ
ル
ー
ブ
で
す
が
、

　
こ
の
ほ
か
に
▽
農
業
研
究
グ
ル
ー
ブ

　
▽
郷
土
研
究
グ
ル
ー
プ
▽
パ
レ
ー
ボ

　
ー
ル
グ
ル
ー
プ
▽
茶
道
グ
ル
ー
ブ
を

　
近
い
う
ち
に
つ
く
る
こ
と
に
し
て
い

　
ま
す
。

　
　
グ
ル
ー
プ
の
集
会
は
、
各
グ
ル
ー

　
プ
と
も
大
体
月
二
回
で
す
。
こ
の
ほ

　
か
、
月
一
回
の
全
体
集
会
を
開
き
、

　
学
習
と
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
お
こ

　
な
い
ま
す
。
各
グ
ル
ー
ブ
と
も
六
月

　
上
旬
頃
か
ら
活
動
を
は
じ
め
ま
す
。

　
中
里
村
に
居
住
す
る
青
少
年
は
、
だ

　
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
友
だ
ち
を

　
さ
そ
い
あ
っ
て
君
も
、
あ
な
た
も
グ

　
ル
ー
プ
に
入
う
て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
青
年
学
級
グ
ル
ー
プ
参
加

　
申
し
込
み
は
、
公
民
舘
、
青
年
会
の

　
事
務
局
（
上
原
健
、
村
山
詔
平
）
へ

　
連
絡
し
て
下
さ
い
。
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